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Ⅰ ＳＤＧｓ及び環境に関するアンケートの概要 

１ 調査目的 

  ＳＤＧｓ及び環境施策の普及推進のための基礎資料とするため、小・中学生及び一般

市民を対象にしたアンケート調査を実施したものです。 

２ 実施方法 

(１) 調査対象者 

   次世代を担う小学生・中学生と現役世代のＳＤＧｓや環境に関する認知度等の  

差異を把握するため、以下のとおりとする。 

   ①【子ども】市内在住の小学生・中学生（小４～中２）１，５００世帯 

   ②【一般】 １８歳以上の海老名市民        １，５００世帯   

計３，０００世帯 

※②は①の対象及び令和３年度市政アンケート対象者を除き、地区別人口按分で無作為抽出

(２) 調査期間 

   令和４年１月１１日～２月１０日 

(３) 調査方法 

送付方法：郵送 

回答方法：持参、郵送、インターネット及びＦＡＸ 
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Ⅱ アンケート結果 

１ 提出状況 

 回答率は子ども世代が４４．３３％、一般世代が４３．２０％で全体では４３．７７％

でした。これは令和３年市政アンケートの回答率（４２．００％）を超えた結果となり、

ＳＤＧｓや環境に対する市民の関心の高さが表れたものと考えられます。 

 また、web による回答が約３割（２９．８％）を占めており、アンケート実施における web

回答の有効性が示されていると考えられます。 

【子ども】  （ｎ=1,500） 【一般】   （ｎ=1,500）

回答方法 回答数 回答率

web １９１ 12.74%

郵送 ４７１ 31.42%

持参 １ 0.07%

ＦＡＸ ２ 0.13%

合計 ６６５ 44.33%

回答方法 回答数 回答率

web ２０１ 13.40%

郵送 ４３９ 29.27%

持参 ６ 0.40%

ＦＡＸ ２ 0.13%

合計 ６４８ 43.20%

回答方法 回答数 回答率

web ３９２ 13.07%

郵送 ９１０ 30.33%

持参 ７ 0.23%

ＦＡＸ ４ 0.13%

合計 １，３１３ 43.77%

【子ども＋一般】（ｎ=3,000）
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２ 設問別回答結果 

（１）基本情報                                   

問１ 回答者の年齢・年代 

問２ 回答者の世帯人数 

【子ども】 【一般】 

選択肢 回答数 回答率 

９歳 ３１ 4.66%

１０歳 １２８ 19.25%

１１歳 １４３ 21.50%

１２歳 １４０ 21.05%

１３歳 １２４ 18.65%

１４歳 ９７ 14.59%

未回答 ２ 0.30%

選択肢 回答数 回答率 

２９歳以下 ６３ 9.72%

３０歳代 ９２ 14.20%

４０歳代 １２６ 19.44%

５０歳代 １０６ 16.36%

６０歳代 １１０ 16.98%

７０歳代以上 １５０ 23.15%

未回答 １ 0.15%

（ｎ=665） （ｎ=648） 

【子ども】 【一般】 

選択肢 回答数 回答率 

２人 １６ 2.41%

３人 １０１ 15.19%

４人 ３３２ 49.92%

５人以上 ２１６ 32.48%

選択肢 回答数 回答率 

１人 ８１ 12.50%

２人 ２２４ 34.57%

３人 １６５ 25.46%

４人 １１０ 16.98%

５人以上 ６６ 10.19%

未回答 ２ 0.31%

（ｎ=665） （ｎ=648） 
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問３ 住まいの種別 

問４ 居住年数 

【子ども】 【一般】 

選択肢 回答数 回答率 

戸建て住宅 

（一軒家） 
４６１ 69.43%

集合住宅 

（マンション等） 
１９９ 29.97%

３ その他 ５ 0.75%

選択肢 回答数 回答率 

戸建て住宅（持家） ３５７ 55.09%

戸建て住宅（賃貸） ９ 1.39%

集合住宅（持家） １７４ 26.85%

集合住宅（賃貸） ９９ 15.28%

その他 ５ 0.77%

未回答 ４ 0.62%

（ｎ=665） （ｎ=648） 

【子ども】 【一般】 

選択肢 回答数 回答率 

１年未満 ５ 0.75%

１年以上～ 

５年未満 
３６ 5.41%

５年以上～ 

１０年未満 
１３３ 20.00%

１０年以上～ ４７８ 71.88%

未回答 １３ 1.95%

選択肢 回答数 回答率 

１年未満 １９ 2.93%

１年以上～ 

５年未満 
７２ 11.11%

５年以上～ 

１０年未満 
５７ 8.80%

１０年以上～ 

２０年未満 
１１４ 17.59%

２０年以上 ３７７ 58.18%

未回答 ９ 1.39%

（ｎ=665） （ｎ=648） 
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問５ 居住地域 

【子ども】 【一般】 

選択肢 回答数 回答率 

東柏ケ谷 ４８ 7.22%

柏ケ谷 ５２ 7.82%

望地 １３ 1.95%

勝瀬 ２ 0.30%

国分南 ４８ 7.22%

国分北 ３０ 4.51%

杉久保北 ２５ 3.76%

大谷 ０ 0.00%

浜田町 ８ 1.20%

国分寺台 ２５ 3.76%

杉久保 ０ 0.00%

上河内 ２ 0.30%

中河内 １ 0.15%

本郷 ６ 0.90%

大谷南 ２２ 3.31%

大谷北 ３４ 5.11%

さつき町 ５ 0.75%

中新田 ３８ 5.71%

今里 １９ 2.86%

社家 ２２ 3.31%

中野 ２０ 3.01%

門沢橋 ３０ 4.51%

杉久保南 １９ 2.86%

上今泉 ７１ 10.68%

中央 ２８ 4.21%

河原口 ３９ 5.86%

上郷 １４ 2.11%

下今泉 １９ 2.86%

扇町 ６ 0.90%

泉 １０ 1.50%

めぐみ町 １ 0.15%

未回答 ８ 1.08%

不明 ０ 0.00%

選択肢 回答数 回答率 

東柏ケ谷 ５９ 9.10%

柏ケ谷 ４１ 6.33%

望地 ４ 0.62%

勝瀬 ２ 0.31%

国分南 ４１ 6.33%

国分北 ４４ 6.79%

杉久保北 ２８ 4.32%

大谷 ０ 0.00%

浜田町 ６ 0.93%

国分寺台 ２９ 4.48%

杉久保 ０ 0.00%

上河内 ０ 0.00%

中河内 ３ 0.46%

本郷 １３ 2.01%

大谷南 １３ 2.01%

大谷北 ２３ 3.55%

さつき町 ７ 1.08%

中新田 ５０ 7.72%

今里 １０ 1.54%

社家 １８ 2.78%

中野 １２ 1.85%

門沢橋 ２８ 4.32%

杉久保南 ２４ 3.70%

上今泉 ５０ 7.72%

中央 ３６ 5.56%

河原口 ３７ 5.71%

上郷 １６ 2.47%

下今泉 １７ 2.62%

扇町 ８ 1.23%

泉 １４ 2.16%

めぐみ町 ７ 1.08%

未回答 ７ 1.08%

不明 １ 0.15%

（ｎ=665） （ｎ=648） 
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（２）ＳＤＧｓについて                              

＜ＳＤＧｓの認知度＞ 

 ＳＤＧｓについてどのように知っているかという問いに対し、子ども世代は６０％以上

が「内容まで知っている」と回答している一方、一般世代については４０％弱にとどまっ

ており、世代間でＳＤＧｓの浸透度合いに差が出る結果になりました。 

 なお、「名前は聞いたことがある」まで 含めると子ども世代で９０％弱に達し、一

般世代でも８０％を超えており、「ＳＤＧｓ」があらゆる世代に普及していることが確認で

きました。 

問６ ＳＤＧｓの認知度 

【子ども】 【一般】 

選択肢 回答数 回答率 

内容まで知っている ４０３ 60.60%

名前は聞いたことがある １８２ 27.37%

知らない ７９ 11.88%

未回答 １ 0.15%

選択肢 回答数 回答率 

内容まで知っている ２５６ 39.51%

名前は聞いたことがある ２８６ 44.14%

知らない １０４ 16.05%

未回答 ２ 0.31%

（ｎ=665） （ｎ=648） 



7 

＜えびなＳＤＧｓ環境マイレージ＞ 

 令和３年度から開始した参加型イベントである「えびなＳＤＧｓ環境マイレージ」の認

知度は子ども世代、一般世代のいずれも２０％に届いていない結果となりました。 

 イベントを知ったきっかけについては、子ども世代は学校・習い事が、一般世代では広

報えびなの割合が多くなりました。 

 また、イベントを知っていたが参加しなかったと回答した割合は、いずれの世代も多か

ったことから、内容を見直し、参加しやすくなる工夫が必要と考えられます。 

問７ 「えびなＳＤＧｓ環境マイレージ」の認知度及び参加状況 

問８ 「えびなＳＤＧｓ環境マイレージ」を知ったきっかけ 

※問７で「知っていて、参加した」または「知っていたが、不参加」を選択した人が回答

【子ども】 【一般】 

選択肢 回答数 回答率 

知っていて、参加した １３ 1.95%

知っていたが、不参加 ６０ 9.02%

イベントを知らなかった ５９２ 89.02%

未回答 ０ 0.00%

選択肢 回答数 回答率 

知っていて、参加した ３ 0.46%

知っていたが、不参加 ９９ 15.28%

イベントを知らなかった ５４５ 84.10%

未回答 １ 0.15%

（ｎ=665） （ｎ=648） 

【子ども】 【一般】 

選択肢 回答数 回答率 

広報えびな ２０ 27.40%

市ＨＰ・フェイスブック １ 1.37%

その他インターネット ２ 2.74%

メールマガジン ２ 2.74%

学校・習い事 ３７ 50.68%

コミセンなどのチラシ ４ 5.48%

家族や友だち等との会話 ７ 9.59%

未回答 ０ 0.00%

選択肢 回答数 回答率 

広報えびな ７９ 77.45%

市ＨＰ・フェイスブック ３ 2.94%

その他インターネット ４ 3.92%

メールマガジン ０ 0.00%

学校・職場 ６ 5.88%

公共施設の配架物 ９ 8.82%

家族や知人との会話 ０ 0.00%

未回答 １ 0.98%

（ｎ=73） （ｎ=102） 



8 

＜市に今後、積極的に取り組んでほしい目標＞ 

 子ども世代・一般世代のいずれも目標１１「住み続けられるまちづくりを」が最も多く、

目標３「すべての人に健康と福祉を」が２番目に多い結果となりました。続けて、子ども

世代は、目標１０、目標１６、目標１５の順に、一般世代は目標４、目標８、目標１３の

順となっており、世代による違いがでています 

問９ 市に今後、積極的に取り組んでほしい目標（複数回答） 

【子ども】 【一般】 

選択肢 回答数 回答率 

１ 貧困をなくそう ３０１ 45.26%

２ 飢餓をゼロに ２４７ 37.14%

３ すべての人に健康と

福祉を 
４３８ 65.86%

４ 質の高い教育をみん

なに 
３３２ 49.92%

５ ジェンダー平等を実

現しよう 
２８３ 42.56%

６ 安全な水とトイレを

世界に 
３０１ 45.26%

７ エネルギーをみんな

に そしてクリーンに 
２７４ 41.20%

８ 働きがいも 経済成

長も 
２２６ 33.98%

９ 産業と技術革新の基

盤をつくろう 
１４３ 21.50%

10 人や国の不平等をな

くそう 
３８８ 58.35%

11 住み続けられるまち

づくりを 
４６５ 69.92%

12 つくる責任 つかう

責任 
２５０ 37.59%

13 気候変動に具体的な

対策を 
２９３ 44.06%

14 海の豊かさを守ろう ２９５ 44.36%

15 陸の豊かさも守ろう ３６６ 55.04%

16 平和と公正をすべて

の人に 
３７２ 55.94%

17 パートナーシップで

目標を達成しよう 
１８７ 28.12%

未回答 ３ 0.45%

選択肢 回答数 回答率 

１ 貧困をなくそう ２６８ 41.36%

２ 飢餓をゼロに １４９ 22.99%

３ すべての人に健康と

福祉を 
４７１ 72.69%

４ 質の高い教育をみん

なに 
３０７ 47.38%

５ ジェンダー平等を実

現しよう 
１５６ 24.07%

６ 安全な水とトイレを

世界に 
２２３ 34.41%

７ エネルギーをみんな

に そしてクリーンに 
２２８ 35.19%

８ 働きがいも 経済成

長も 
２９４ 45.37%

９ 産業と技術革新の基

盤をつくろう 
１７２ 26.54%

10 人や国の不平等をな

くそう 
２１１ 32.56%

11 住み続けられるまち

づくりを 
５００ 77.16%

12 つくる責任 つかう

責任 
１７８ 27.47%

13 気候変動に具体的な

対策を 
２７１ 41.82%

14 海の豊かさを守ろう １３４ 20.68%

15 陸の豊かさも守ろう １７７ 27.31%

16 平和と公正をすべて

の人に 
２５７ 39.66%

17 パートナーシップで

目標を達成しよう 
１１１ 17.13%

未回答 １３ 2.01%

（ｎ=665） （ｎ=648） 
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（３）環境への関心について                            

＜環境に関する情報を見聞きする場面＞ 

子ども世代・一般世代のいずれも環境に関する情報を見聞きする場面として「テレビ・ラ

ジオ」が最も多く、「インターネット・メールマガジン」や「広報えびな」も多くの回答を

集めました。また、子ども世代では「学校」が２番目に多い回答となっています。 

問１０ 環境に関する情報を見聞きする場面（複数回答）

＜環境への関心度の変化度合い＞ 

子ども世代・一般世代のいずれも「関心度がとても高くなった」と「関心度が高くなっ

た」の合計が６０％以上であり、世代を問わず、環境への関心が高まっていることが確認

できる結果となりました。 

問１１ 以前（子ども：１年前、一般：５年前）からの関心度の変化度合い 

【子ども】 【一般】 

選択肢 回答数 回答率 

テレビ・ラジオ ３８７ 58.20%

インターネット・メール

マガジン 
２７２ 40.90%

広報えびな ３３８ 50.83%

環境に関するイベント ２６０ 39.10%

本・マンガ ２４５ 36.84%

学校 ３４６ 52.03%

家族や友達等との会話 ２３９ 35.94%

習い事 １９０ 28.57%

未回答 ２ 0.30%

選択肢 回答数 回答率 

テレビ・ラジオ ５４６ 84.26%

インターネット・メール

マガジン 
２６０ 40.12%

広報えびな ２２６ 34.88%

環境に関するイベント ３１ 4.78%

本・マンガ ４８ 7.41%

学校 １０３ 15.90%

家族や友達等との会話 １０６ 16.36%

習い事 ３１ 4.78%

未回答 ８ 1.23%

（ｎ=665） （ｎ=648） 

【子ども】 【一般】 

選択肢 回答数 回答率 

関心度がとても高くなっ

た 
８３ 12.48%

関心度が高くなった ３１６ 47.52%

以前と特に変わらない ２６０ 39.10%

関心度が低くなった ４ 0.60%

関心度がとても低くなっ

た 
０ 0.00%

未回答 ２ 0.30%

選択肢 回答数 回答率 

関心度がとても高くなっ

た 
７９ 12.19%

関心度が高くなった ３３３ 51.39%

以前と特に変わらない ２２２ 34.26%

関心度が低くなった ４ 0.62%

関心度がとても低くなっ

た 
２ 0.31%

未回答 ８ 1.23%

（ｎ=665） （ｎ=648） 
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（４）地球温暖化対策について                           

＜地球温暖化対策への関心＞

 子ども世代・一般世代のいずれも「関心度がとても高くなった」と「関心度が高くなっ

た」の合計が８５％を超えており、世代を問わず、地球温暖化への対策に大きな関心が寄

せられていることが確認できる結果となりました。 

問１２ 地球温暖化対策への関心 

【子ども】 【一般】 

選択肢 回答数 回答率 

とても関心がある ２１１ 31.73%

少し関心がある ３５８ 53.83%

どちらでもない ５９ 8.87%

あまり関心がない ２４ 3.61%

全く関心がない １２ 1.80%

未回答 １ 0.15%

選択肢 回答数 回答率 

とても関心がある ２６９ 41.51%

少し関心がある ３０８ 47.53%

どちらでもない ３９ 6.02%

あまり関心がない １９ 2.93%

全く関心がない ９ 1.39%

未回答 ４ 0.62%

（ｎ=665） （ｎ=648） 
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＜地球温暖化を防ぐために必要だと思う取組み・電気自動車の普及への考え＞ 

 子ども世代・一般世代のいずれも「電気やガス、水のムダづかいに気をつける」が最も

多く、世代を問わず、日頃の生活から地球温暖化対策に取り組む意識が高まっていること

が確認できる結果となりました。また、電気自動車の普及についても、いずれの世代も今

後普及すべきとの考えが最も多い結果となりました。 

問１３ 地球温暖化を防ぐために必要だと思う取組み（複数回答）

問１４ 今後の電気自動車の普及に対する考え 

【子ども】 【一般】 

選択肢 回答数 回答率 

電気やガス、水のムダづ

かいに気をつける 
５３６ 80.60%

省エネ型の家電や照明器

具（LED など）を使う 
３３０ 49.62%

環境にやさしい自動車の

運転をする 
３４３ 51.58%

花や木、野菜、緑のカー

テンなどの植物を育てる 
３５２ 52.93%

徒歩や自転車、公共交通

機関での移動を心がける 
２５２ 37.89%

太陽光発電など二酸化炭

素を出さない電気を使う 
４１６ 62.56%

わからない ２１ 3.16%

未回答 １ 0.15%

選択肢 回答数 回答率

電気やガス、水のムダづかい

に気をつける 
５４６ 84.26%

省エネ型の家電や照明器具

（LED など）を使う 
４６１ 71.14%

アイドリングストップなど、

エコドライブを実践する 
２６１ 40.28%

花や木、野菜、緑のカーテン

などの植物を育てる 
２９１ 44.91%

徒歩や自転車、公共交通機関

での移動を心がける 
２９７ 45.83%

環境に配慮した電力会社を

選んで契約する 
５９ 9.10%

わからない ２２ 3.40%

未回答 ２ 0.31%

（ｎ=665） （ｎ=648） 

【子ども】 【一般】 

選択肢 回答数 回答率 

今後、電気自動車はさら

に多くの人が使っていく

べきだと思う 

514 77.29%

今後、電気自動車はさら

に多くの人が使っていく

べきだと思わない 

40 6.02%

わからない 107 16.09%

未回答 4 0.60%

選択肢 回答数 回答率 

今後、電気自動車はさら

に普及すべきだと思う 399 61.57%

今後、電気自動車はさら

に普及すべきだと思わな

い 

70 10.80%

わからない 169 26.08%

未回答 9 1.39%

（ｎ=665） （ｎ=648） 
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（５）ごみの減量化について                            

＜生ごみ処理機の利用状況・家庭ゴミ減量の工夫＞

 子ども世代・一般世代のいずれも生ごみ処理機を現在使用しているのは約１割前後とい

う結果でした。一方で、「分別しやすい環境の整備」や「生ごみの減量」に関する工夫は、

世代を問わず半数以上の世代で実施されています。 

問１５ 生ごみ処理機の利用状況 

問１６ 家庭ごみ減量の工夫（複数回答）

【子ども】 【一般】 

選択肢 回答数 回答率 

今、使用している ６２ 9.32%

前に使用していた ２０ 3.01%

今後使用する予定 １２ 1.80%

使用していない ５７０ 85.71%

未回答 １ 0.15%

選択肢 回答数 回答率 

現在使用している ７５ 11.57%

以前使用していた ３３ 5.09%

今後使用する予定 ２４ 3.70%

使用していない ５１２ 79.01%

未回答 ４ 0.62%

（ｎ=665） （ｎ=648） 

【子ども】 【一般】 

選択肢 回答数 回答率 

生ごみの減量（水切り・

調理法の工夫・食べられ

る分だけ買うなど） 

３４７ 52.18%

使い捨て商品を避け、繰

り返し使用できる商品を

選ぶ 

２８１ 42.26%

リサイクルショップの使

用によるごみの排出抑制 
１６９ 25.41%

分別しやすい環境の整備

（分別ごとに複数のごみ

箱を用意するなど） 

６０２ 90.53%

その他自由記載 ７６ 11.43%

未回答 １ 0.15%

選択肢 回答数 回答率 

生ごみの減量（水切り・

調理法の工夫・食べられ

る分だけ買うなど） 

４４５ 68.67%

使い捨て商品を避け、繰

り返し使用できる商品を

選ぶ 

２３０ 35.49%

リサイクルショップの使

用によるごみの排出抑制 
１２６ 19.44%

分別しやすい環境の整備

（分別ごとに複数のごみ

箱を用意するなど） 

４７２ 72.84%

その他自由記載 ６４ 9.88%

未回答 ４ 0.62%

（ｎ=665） （ｎ=648） 
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＜その他自由記載の概要＞ 

【一般】 

記載内容 回答数 主なコメント 

食べ残しの削減 ８
・野菜の皮も食べられるよう調理する。 

・調理するとき余り物が出ないようにする。 

不用品は買わない・長く使い続

ける工夫 
４３

・服などは親戚に譲ったり、リサイクルショップへ 

・破れた衣服などは繕う。または、雑巾などに変える。

・買う前に必要なものであるかを考える。 

プラスチック製品を使わない取

組・過剰包装を避ける 
１０

・ビニール袋はすぐ捨てずに、繰り返し使う。 

・買い物にはエコバックを使用する。 

・個包装商品は買わない。詰め替え用商品を買う。 

リサイクル活動への取組 ６
・リサイクル活動への参加 

・３Ｒに取り組む 

生ごみ処理の実施 ８
・生ごみを肥料とする。（生ごみ処理機含む） 

・ディスポーザを使用 

ごみ減量に対する知識の向上 １ ・一人ひとりがごみについて知ること 

その他 ０

選択肢 回答数 主なコメント 

食べ残しの削減 ８
・野菜や果物の種、茶殻も極力食用に変える 

・野菜の皮を調理する。または、皮のまま調理する。 

不用品は買わない・長く使い続

ける工夫 
２０

・不用品は譲り渡す又はリサイクル 

・不要な物は買わない、もらわない。 

・良品を購入、メンテナンスして使うことを心がける。

プラスチック製品を使わない取

組・過剰包装を避ける 
１０

・食品トレーやプラスチックの使用を減らす。 

・エコバックの使用 

リサイクル活動への取組 ７
・資源物の店頭回収 

・不用品のリサイクルサービスの活用 

生ごみ処理の実施 １３
・生ごみを肥料とする。（生ごみ処理機含む） 

・ディスポーザを使用 

ごみ減量に対する知識の向上 ４ ・分別の徹底、有料化に伴うごみ出しの工夫 

その他 ２
・ペーパーレス化 

・布おむつなど繰り返し使える物による代替 

【子ども】
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（６）自然環境について                              

＜地域の自然や景観に対する考え＞

 「良い」または「やや良い」と回答したのが、子ども世代では約６０％、一般世代も    

約５６％という結果になり、いずれの世代も概ね地域の自然や景観に親しみをもっている

ことが確認できました。一方で、自然とふれあう機会やみどりの多さについては、いずれ

の世代も「普通」の回答が最も多かったものの、「多い」または「やや多い」の回答数が「少

ない」または「やや少ない」の回答数を上回る結果となりました。 

問１７ 地域の自然や景観に対する考え 

問１８ 地域の自然とふれあう機会

問１９ 地域のみどりの多さ 

【子ども】 【一般】 

選択肢 回答数 回答率 

良い ２５２ 37.89%

やや良い １５７ 23.61%

普通 １９２ 28.87%

やや悪い ５３ 7.97%

悪い １０ 1.50%

未回答 １ 0.15%

選択肢 回答数 回答率 

良い １７９ 27.62%

やや良い １９０ 29.32%

普通 ２２３ 34.41%

やや悪い ４１ 6.33%

悪い １１ 1.70%

未回答 ４ 0.62%

（ｎ=665） （ｎ=648） 

【子ども】 【一般】 

選択肢 回答数 回答率 

多い ９０ 13.53%

やや多い １３８ 20.75%

普通 ２６６ 40.00%

やや少ない ９０ 13.53%

少ない ７９ 11.88%

未回答 ２ 0.30%

合計 ６６５ 100.00%

選択肢 回答数 回答率 

多い ７２ 11.11%

やや多い １３８ 21.30%

普通 ２７５ 42.44%

やや少ない ８６ 13.27%

少ない ７３ 11.27%

未回答 ４ 0.62%

合計 ６４８ 100.00%

（ｎ=665） （ｎ=648） 

【子ども】 【一般】 

選択肢 回答数 回答率 

多い １１２ 16.84%

やや多い １８７ 28.12%

普通 ２２６ 33.98%

やや少ない ９９ 14.89%

少ない ４０ 6.02%

未回答 １ 0.15%

合計 ６６５ 100.00%

選択肢 回答数 回答率 

多い ７２ 11.11%

やや多い １４１ 21.76%

普通 ２７３ 42.13%

やや少ない １０８ 16.67%

少ない ５０ 7.72%

未回答 ４ 0.62%

合計 ６４８ 100.00%

（ｎ=665） （ｎ=648） 
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（７）生物多様性について                             

＜地域の生きものとふれあう機会に対する考え＞

 地域の生きものとふれあう機会については、いずれの世代も「普通」の回答が最も多か

ったものの、「少ない」または「やや少ない」の回答数が「多い」または「やや多い」の回

答数を上回る結果となりました。 

問２０ 地域の生きものとふれあう機会に対する考え 

＜えびな生きもの大調査＞ 

 令和３年度から開始した参加型イベントである「えびな生きもの大調査」の認知度は子

ども世代が２０％を超えた一方で、一般世代は１０％に届いていない結果となりました。 

 イベントを知ったきっかけについては、子ども世代は学校・習い事が、一般世代では広

報えびなの割合が多くなりました。 

問２１ 「えびな生きもの大調査」の認知度 

問２２ 「えびな生きもの大調査」を知ったきっかけ 

※問２１で「知っていて、参加した」または「知っていたが、不参加」を選択した人が回答

【子ども】 【一般】 

選択肢 回答数 回答率 

多い ９４ 14.14%

やや多い １１６ 17.44%

普通 １８４ 27.67%

やや少ない １３４ 20.15%

少ない １３７ 20.60%

未回答 ０ 0.00%

不明 ０ 0.00%

選択肢 回答数 回答率 

多い ５１ 7.87%

やや多い １１６ 17.90%

普通 ２３８ 36.73%

やや少ない １０６ 16.36%

少ない １３１ 20.22%

未回答 ５ 0.77%

不明 １ 0.15%

（ｎ=665） （ｎ=648） 

【子ども】 【一般】 

選択肢 回答数 回答率 

知っていて、参加した ２１ 3.16%

知っていたが、不参加 １３４ 20.15%

イベントを知らなかった ５１０ 76.69%

未回答 ０ 0.00%

選択肢 回答数 回答率 

知っていて、参加した ３ 0.46%

知っていたが、不参加 ５１ 7.87%

イベントを知らなかった ５９０ 91.05%

未回答 ４ 0.62%

（ｎ=665） （ｎ=648） 

【子ども】

【一般】 

選択肢 回答数 回答率 

広報えびな ２２ 14.19%

市ＨＰ・フェイスブック ０ 0.00%

その他インターネット ３ 1.94%

メールマガジン １ 0.65%

学校・習い事 １０５ 67.74%

コミセンなどのチラシ ９ 5.81%

家族や友だち等との会話 １３ 8.39%

未回答 ２ 1.29%

（ｎ=155） （ｎ=54） 

選択肢 回答数 回答率 

広報えびな ３３ 61.11%

市ＨＰ・フェイスブック ０ 0.00%

その他インターネット ０ 0.00%

メールマガジン ０ 0.00%

学校・職場 １６ 29.63%

公共施設の配架物 １ 1.85%

家族や知人との会話 ０ 0.00%

未回答 ４ 7.41%

【子ども】
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３ 自由意見 

＜自由意見の概要＞ 

記載内容 回答数 主なコメント 

ＳＤＧｓ ２４

・まずはＳＤＧｓの目的などを広い世代に知ってもらうべき 

・１７の目標の達成に向けてＳＤＧｓの取組みを継続してほしい 

・子どもでもわかりやすいように取組みを進めてほしい 

環境への関心 ２１

・市で行っているイベントのことをもっと多くの人に知ってもら

えるようにしてほしい 

・環境を変えることで、自分たちにどのような影響があるのかがも

っと分かると、関心が高まると思う 

・市の環境に関する取組みを子どもでも簡単にチェックできるよ

うにしてほしい 

地球温暖化対策 １５

・公共施設の省エネを目指してほしい。 

・電気自動車の充電場所を増やしてほしい。 

・電気自動車をただ増やすだけでなく、その動力である電気を再生

可能エネルギーで発電する方法がもっと増えてほしい。 

ごみの減量化 ３１

・プラスチックごみの削減を進めてほしい 

・リサイクルボックスを増やしてほしい 

・ごみの分別をしっかり行うことが必要 

自然環境 ５５

・自然が身近に感じられるように、緑を増やす活動をしてほしい 

・自然環境を守るために田んぼを減らさないでほしい 

・河川のごみを減らしてきれいな環境を守っていってほしい 

生物多様性 ５

・哺乳類だけでなく、虫なども同じ生きものとして大切にしてい

きたい 

・多様な生物が暮らしていける環境を整えることはとても良いこ

とだと思う 

まちづくり １１

・空き地に公園を造ってほしい 

・人々を守るために地震や台風などの災害に備える工夫をしてほ

しい 

その他 ２７ タバコのポイ捨て、フードロス、コロナ対応、ジェンダー、等 

【子ども】
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【一般】 

選択肢 回答数 主なコメント 

ＳＤＧｓ ２６

・具体的な事例を示してもらえると実践しやすいと思う 

・具体的な取組みを提案・実行し、振替えることが必要である 

・次世代を担う若者・子どもたちがその意義を理解し体得すること

が必要である 

環境への関心 ５
・コロナ禍が終わったら子どもたちとイベントに参加したい 

・もっといろんな世代に環境問題を訴えるべき 

地球温暖化対策 １５

・クリーンな電力の供給が進めば電気自動車が増えてもよいと思う

・省エネ設備やエコカーへの補助をしてほしい 

・市内の自然環境を活用して再生可能エネルギーを増やす取組みを

検討してもらいたい 

ごみの減量化 ３６

・過剰包装などによるプラスチックごみの削減を進めてもらいた

い 

・ごみ収集袋の価格を見直してほしい 

・市内のごみ焼却施設を利用する近隣２市のごみ収集袋の有料化を

促してほしい 

・個人の努力だけでなく産業界のごみ削減の努力が必要だと思う 

自然環境 ２１

・宅地化が進み、自然や生きものに触れあえる場が減っていると思

う 

・自然環境を守りながら発展してもらいたい 

・緑と触れあえる公園を造ってほしい 

生物多様性 ５
・昔と比べると野鳥や昆虫が年々少なくなっていると思う 

・休耕田などを利用してビオトープを作ってもらいたい 

まちづくり ２３
・まちの発展に伴う景観の悪化への対策を考えてもらいたい 

・道路事情の改善に力をいれてもらいたい 

その他 ４６ 貧困対策、子育て対策、野焼き、コロナ対応、等 


